
■Brix値 ： ２１％以上 ・・・ １７％未満

■初乳中抗体 ： 良好 普通 不良

①この給与マニュアルは、親付けまたは人工哺育による発育に必要な給与量です。
各日齢の給与量の目標数値を記載しています。

②各日齢間は、牛の発育を観察しつつ、漸増・漸減します。
③粗飼料は、人工哺乳を開始した直後からいつでも口にすることができて慣らす程度の
量から給与し、２か月齢から離乳に向けて、徐々に増量します。

④人工乳は、80日齢を最大量として2.5kg程度までは食べられますが、急激な増加は
軟便等につながります。

⑥人工乳が最大量に達した後は離乳に向け、育成配合飼料へ徐々に切替します。

日齢 (日) 0 3～7 ８ １７ ３０ ６０ ７０ ８０ ９０

目標
体重
(kg)

雄 36 65 85～95 105~130

雌 33 60 80～90 95～120

代用乳
(kg/
日) 初乳～

母乳

0.8 0.8～1 1.2～1.6 1～1.2 0.4 0

お湯 (L/日) 4 ４～5 ６～8 5～6 2 0

人工乳
(kg/
日)

慣らし 0.1 0.6 1.4 2 0.8

育成用
配合飼料

(kg/
日)

1.7

良質乾草
(kg/
日)

慣らし 0.5 0.8 1

【離乳時（90日齢）目標発育】
雄子牛：110～130kg（日齢体重：1.2～1.4kg/日）
雌子牛：  95～120kg（日齢体重：1.0～1.3kg/日）

代用乳 ： TDN 108％・CP 28％（高タンパク含有代用乳）
※哺乳は、１日２～３回に分け、ピーク量は８Lとする。

人工乳 ： TDN   75％・CP 20％
育成用配合飼料： TDN   73％・CP 18％
良質乾草 ： イネ科主体２番草→１番草（カット/消化の良いもの）

【初乳の品質を確認してみましょう】
・糖度計を用いて初乳のBrix値の測定をしてみましょう。
・Brix値は初乳中の抗体（IgG）量と関係し、子牛の免疫獲得の指標になります。

令和７年度畜産生産力・生産体制強化対策事業（肥育期間の短縮・出荷月齢の早期化に向けた取組支援)

“今どきの子牛” の発育能力を引き出すための飼料給与マニュアル（哺乳期）

【離乳時の注意点】
・自由飲水を常に確保する。
・人工乳は急激に量を多くすると軟便等が発生するので注意が必要。
・除角やワクチン接種は子牛のストレスを考慮して計画する。
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